
編集•発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 発行／毎月20日1回・全戸配布

¢
y
[
 

わき上がる風てロマンの町づくり

写四

,
 .. 

,‘r
,

＿
1
 

-J
,
-

．
 

[

5
 

6
 ,
 

゜z 

花の便りが聞かれる季節となりましたが、 2月26日の

朝、町内では大変めずらしい樹氷が見られました。

〔写真：鹿鳴園と近くの栗苗畑〕
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正山小に相撲場完成
会りれ全 卜約立建築 会月し立

幼が‘たを当ル百派築記こが十た派正
稚行こあ祈日の九なし念の行日゜な山
圏 わのと願は大万瓦た行相わへこ相 小
1日れあ ‘し‘ぎ門葺も事撲れ巳れ撲学

まともて子さ縦ぎのの場まにを場校
し子ち神供 て でて はし子祝がに

ーた供ま事た 王 璽 ヽ :-‘た供つ完こ
ハ°相ぎがち ゜ 公 エ 屋 と 校 ゜ 相 て 成の
年 撲が行の メ費根し舎 撲‘し ほ
生 大あわ安 lははて改 大三ま、

（
男
女
）
全
員
が
、
控
え
席
か
ら
さ
か

ん
な
応
援
を
受
け
、
一
生
懸
命
に
相

撲
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
今

後
は
創
意
の
時
間
に
相
撲
を
取
り
入

れ
活
用
し
て
い
ぎ
ま
す
。

左
か
ら
神
井
議
員
、
西
田
議
員

沖
野
議
員
、
大
田
議
員

⑲
 

大
谷
地
域
の
活
性
化
を
願
っ
て

大
谷
風
お
こ
し
部
落
訪
問

一
月
―
―
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
道
問
題
等
地
域
と
の
協
議
を
重
ね
て

か
け
て
、
大
谷
地
域
の
よ
り
一
層
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
町

活
性
化
を
願
っ
て
、
町
職
員
が
大
谷
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
進
め

地
域
の
六
部
落
を
訪
問
し
、
い
ろ
い
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ろ
な
問
題
を
夜
遅
く
ま
で
、
討
議
し

．

ま
し
た
。

部
落
か
ら
は
、
学
校
改
築
の
問
題

を
始
め
、
子
供
の
減
少
、
結
婚
、
高

齢
化
、
水
道
、
交
通
網
の
整
備
、
未

登
記
町
道
の
整
理
、

J
R
バ
ス
廃
止
、

放
送
施
設
の
老
朽
化
、
地
域
資
源
活

用
等
の
問
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
十
分
検

討
し
、
今
後
の
行
政
を
す
す
め
る
中

R
で
地
域
に
若
者
が
定
着
す
る
環
境
づ

く
り
、
高
齢
化
の
問
題
、
地
域
の
水

四 (2)

森集会所にて

手打ちうとん作りに挑戦
（視子体験学習岩谷小）

きでで親の 作がそわこ生と 挑緒を八
こま切の子菅講り‘ばれと活親 P 戦に行日岩

宝ナしり、ヽ贔冒？直贔拿梵；喜靡因〗［古バ贔原
と゜大大を雄歴戦はをり目恵通ムしち児子 学
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で切延招飼 うまま毎さに の 作母習‘

嘉旱五隻砧 i tし；訂誓り、喜 旦竺喜万

お
母
さ
ん
が

自
治
功
労
者
表
彰

去
る
二
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
全

国
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お

い
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
よ

り
、
次
の
四
名
の
方
が
自
治
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
併

せ
て
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

場撲相
（
受
賞
者
）

肱
川
町
議
会

た
、
し

f

成

議

長

西

田

盛

夫

氏

完

ヘ

tj
i

議

員

沖

野

常

一

氏

釦
h

議

員

大

田

恒

氏

議
員
神
井
恵
一
郎
氏

なん員 し運 で薬ど作
る作が幼たばでき味んっ
こり親稚゜れきあををた
と は 子 園 ‘あが添ど汁
で ‘ で 児 参がりえんと
し き 味 か 加つでてぶヽ
よつわら 者たすぉりゅ
う と つ 六 全う°ぃちが
゜よた年 員ど し や き
い手生 で ん し、わぁ
思打ま 試は うんが
いちで 食講 どしっ

で う の し堂 ん盛た
にど全 まに のり、ぅ 延べ棒を使ってのべる児童
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ム
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町
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長
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伝統のワラ舟で流しびな

l避 図 ~盛ふ・s-‘‘ 四

三
月
六
日
、
中
野
幼
稚
園

の
園
児
二
十
六
人
が
河
辺
川

の
鹿
野
川
橋
下
流
で
、
伝
統

の
「
流
し
び
な
」
を
楽
し
み
ま

し
た
。こ

の
行
事
は
、
戦
前
ま
で

肱
川
流
域
の
各
地
で
行
わ
れ
、

ワ
ラ
舟
に
ひ
な
人
形
と
豆
い

り
、
ひ
し
も
ち
な
ど
を
乗
せ

て
流
し
て
い
ま
し
た
。

七
年
前
よ
り
歴
史
民
俗
資

料
館
の
菅
野
松
雄
さ
ん
（
六

七
）
が
「
子
供
に
楽
し
い
思
い

出
を
」
と
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

園
児
が
流
す
ワ
ラ
舟
は
長

さ
三
十
セ
ン
チ
、
幅
十
五
セ

ン
チ
の
大
ぎ
さ
の
も
の
で
、

完成した新大谷橋

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
が
大
谷

で
工
事
を
進
め
て
い
る
国
道
一
九
七

号
、
鹿
野
川
道
路
の
新
大
谷
橋
が
こ

一

ゅっくり流れるワラ舟

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

全
長
百
七
十
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
八
・

七
五
メ
ー
ト
ル
で
、
鹿
野
川
道
路
に

建
設
さ
れ
る
大
小
十
一
カ
所
の
橋
で

は
最
も
長
い
も
の
で
す
。

渓
谷
•
海
峡
な
ど
に
多
い
上
路
式

逆
ロ
ー
ゼ
橋
と
呼
ば
れ
る
形
式
で
、

美
し
い
ア
ー
チ
形
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
形
式
で
の
橋
で
は
県
内
で
も

一
番
長
い
橋
で
、
工
事
費
は
約
六
億

円
で
す
。

久
下
ト
ソ
ネ
ル
が
未
完
成
の
た
め
、

今
後
舗
装
工
事
が
完
了
し
、
実
際
に

橋
を
通
行
で
き
る
の
は
、
平
成
五
年

度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

菅
野
さ
ん
が
一
週
間
か
け
て
作
り
ま

し
た
。
一
方
、
ひ
な
人
形
は
園
児
が
、

紙
コ
ッ
プ
や
毛
糸
で
作
り
ま
し
た
。

近
く
の
人
達
が
多
数
見
守
る
中
、

午
前
十
一
時
に
橋
の
下
か
ら
園
児
た

ち
が
、
ワ
ラ
舟
に
菜
の
花
、
ひ
な
人

形
を
乗
せ
、
風
船
を
付
け
て
次
々
に

流
れ
に
差
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

i

且
吋贔`

．

鹿
野
川
湖
に
新
大
谷
橋
完
成

岩谷小学校開校40年

昭
和
二
十
五
年
威
容
を
誇
っ

た
堀
小
学
校
が
焼
失
し
た
あ

と
、
岩
谷
小
学
校
が
現
在
の

地
に
開
校
し
て
か
ら
、
今
年

の
十
二
月
一
日
で
四
十
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
間
に
五
五

九
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
「
岩
谷

小
学
校
開
校
四
十
年
記
念
行

事
実
行
委
員
会
」
（
会
長
下
石

勲
）
が
発
足
し
、
昨
年
九

月
に
会
員
二
十
人
が
集
ま
り
、

記
念
式
典
等
の
計
画
を
協
議

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
四
月
よ

り
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
ま

す。
岩
谷
小
学
校
・
岩
谷
中
学

校
・
中
津
分
校
の
同
窓
生
お

竣工したシミズ地区農道

よ
び
賛
同
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

何
か
と
御
協
カ
・
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

な
お
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念

行
事
等
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

八
月
十
四
日

し
め
神
楽
・
盆
踊
り
大
会
・

カ
ラ
オ
ケ
大
会
等

十
二
月
一
日

記
念
式
典

記
念
誌
の
発
行

シ
ミ
ズ
地
区
農
道
（
舗
装
）
竣
工

予
子
林
、
ソ
ミ
ズ
地
区
農
道
の
舗
装

工
事
が
完
成
し
、
二
月
二
十
二
日
に

関
係
者
二
十
人
が
、
郷
集
会
所
に
集

ま
り
、
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

農
作
業
の
能
率
向
上
、
維
持
管
理

費
の
節
減
、
農
産
物
の
荷
い
た
み
防

止
な
ど
を
目
的
に
、
昨
年
の
九
月
よ

り
工
事
に
着
工
し
て
い
た
も
の
で
す
。

今
回
完
成
し
た
農
道
は
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
で
、
延
長
五
百
三
メ
ー
ト

ル
、
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
で
す
。

事
業
費
は
九
百
万
円
で
、
県
四
〇

％
、
町
五
十
四
％
、
受
益
者
六
％
の

負
担
割
合
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

に
、
農
業
の
近
代
化
を
目
ざ
し
、
機

械
化
を
進
め
て
労
力
の
節
減
を
図
る

た
め
、
ほ
場
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
舗
装
事
業
に
よ
り
、
な
お

一
層
、
農
業
の
近
代
化
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

岩谷小学校

^ __、-ェ4
おにぎり作りに取り組む園児たち

三
月
七
日
、
正
山
幼
稚
園
で
は
、

り

胃
二
十
六
人
と
お
母
さ
ん
た
ち
が

「
チ
ビ
ッ
コ
お
に
ぎ
り

広
場
」
を
正
山
公
民
館
で
行
い
ま
し

作
協
力
し
て
、

り

た

。
こ
の
催
し
は
、
食
習
慣
の
形
成
期

に
あ
た
る
幼
稚
園
児
を
対
象
に
、

ぎ
「
チ
ビ
ッ
コ
お
に
ぎ
り
広
場
」
を
開
催

-

』.,＂ 
米
の
役
割
、
大
切
さ
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
米
の
食
習
慣
の
定

ぉ

し、

ヽ’>
着
を
図
る
の
が
目
的
で
す
。

し

主

催
者
は
愛
媛
県
米
消
費
拡
大
推

進
連
絡
協
議
会
で
、
一
方
受
け
入
れ

楽

：
正
山
幼
稚
園
は
、
卒
園
児
と
の
お

別
れ
会
を
兼
ね
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
八
幡
浜
地
方
局
農
政
課

で
子

長
等
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
日
本
型

活
の
大
切
さ
や
、
米
の
栄
養
な

こ
つ
い
て
、
栄
養
士
の
二
宮
先
生

親
塁と＞の

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
正
山
公
民
館
前
に
広

い
ビ

ニ
ー

ル
シ
ー
ト
を
敷
ぎ
、
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
園
児
た
ち
も
三
種
類

の
お
に
ぎ
り
を
作
り
、
公
民
館
で
試

食
を
し
ま
し
た
。
今
年
卒
園
す
る
園

児
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
思
い
で
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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四
月
は
「
統
＿
地
方
選
挙
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

七
日
（
日
）
は
愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
、
二
十
一
日
（
日
）
は
肱
川
町
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
日
で
す
。

お
金
の
か
か
ら
な
い
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
正
し
い
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
あ
な
た
の
意
志
で
投
票
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
は
、
住
民
の
声
を
政
治
に
生

か
す
最
大
の
機
会
で
す
。
地
方
選
挙

は
、
最
も
身
近
な
選
挙
で
あ
る
だ
け

に
、
と
か
く
情
実
や
買
収
ぎ
ょ
う
応

な
ど
に
汚
さ
れ
や
す
く
、
自
主
性
を

①

‘
失
っ
た
投
票
に
な
り
が
ち
で
す
。
皆

さ
ん
の
一
票
が
正
し
く
政
治
に
生
か

さ
れ
る
た
め
に
は
、
「
贈
ら
な
い
、

求
め
な
い
、
受
け
と
ら
な
い
」
の
三

な
い
運
動
を
町
ぐ
る
み
で
推
進
し
、

全
有
権
者
が
こ
ぞ
っ
て
投
票
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑲
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＿
投
票

で
き
る
人
―

＊
愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
で
は

こ
の
選
挙
で
投
票
で
ぎ
る
方
は
、

平
成
二
年
十
二
月
二
十
八
日
以
前
か

ら
肱
川
町
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
（
他
の
市
町
村
か
ら
の

転
入
者
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
年
十

二
月
二
十
八
日
以
前
に
転
入
届
け
を

し
た
方
）
で
、
引
き
続
ぎ
肱
川
町
に

住
所
を
有
し
、
か
つ
昭
和
四
十
六
年

四
月
八
日
以
前
に
生
ま
れ
、
肱
川
町

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

一

で
す
。

〈
十
二
月
二
十
九
日
以
後
に
転
入
さ

れ
た
方
の
投
票
〉

県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
平
成
二

年
十
二
月
二
十
九
日
以
後
に
肱
川
町

に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の

市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
肱
川
町
役
場
町
民
課

で
「
引
き
続
ぎ
県
内
に
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
、

投
票
当
日
前
住
所
地
市
町
村
の
以
前

の
投
票
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
も
こ

の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

〈
肱
川
町
か
ら
転
出
さ
れ
た
方
の
投

票〉
以
前
肱
川
町
の
住
民
で
あ
っ
て
肱

川
町
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
二
年
十
一
月
二
十
八

日
以
後
県
内
の
他
の
市
町
村
に
転
出

さ
れ
、
現
在
も
そ
の
市
町
村
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
は
、
現
住
所
地
の

市
町
村
役
場
で
、
「
引
き
続
き
県
内

に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
、
投
票
当
日
、
肱
川
町

の
以
前
の
投
票
所
で
、
証
明
書
を
持

参
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
も
同
様
で

す。＊
肱
川
町
議
会
議
員
選
挙
で
は

こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、

平
成
三
年
一
月
十
五
日
以
前
か
ら
肱

川
町
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
（
他
の
市
町
村
か
ら
の
転
入

者
に
あ
っ
て
は
、
平
成
三
年
一
月
十

五
日
以
前
に
転
入
届
け
を
し
た
方
）

で
、
引
き
続
き
肱
川
町
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
十

二
日
以
前
に
生
ま
れ
、
肱
川
町
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

一
投
票
で
き
な
い
人
一

次
に
該
当
す
る
方
は
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
投
票
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
、
公
職
選
挙
法
第
十
一
条
第
一
項

お
よ
び
第
二
項
に
該
当
す
る
方

（
失
権
者
等
）
。

二
、
町
議
会
議
員
選
挙
の
場
合
は
、

投
票
は
あ
な
た
の
意
志
で

金
の
か
か
ら
な
い
き
れ
い
な
選
挙

一
一
不
在
者
投
票
制
度
―

選
挙
に
お
け
る
投
票
は
、
選
挙
当

日
投
票
所
に
お
い
て
投
票
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
選
挙
人
が
正
当
な
事

由
に
よ
り
選
挙
当
日
投
票
所
に
出
向

い
て
投
票
で
き
な
い
場
合
は
、
例
外

的
に
投
票
日
の
前
で
あ
っ
て
も
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
い
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、

不
正
投
票
の
混
入
を
防
ぐ
た
め
に
、

特
に
厳
格
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
人

は
、
投
票
日
前
日
ま
で
に
、
印
鑑
を

持
っ
て
肱
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
の

指
定
す
る
場
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
不
在
事
由
を
明
確
に

し
た
宣
誓
書
を
提
出
し
、
受
理
さ
れ

れ
ば
投
票
で
ぎ
ま
す
。
ま
た
投
票
用

紙
の
請
求
は
、
自
ら
不
在
者
投
票
所

へ
出
向
い
て
行
う
場
合
、
滞
在
地
よ

り
請
求
し
て
行
う
場
合
、
不
在
者
投

票
が
で
き
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
所
に
入
院

入
所
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、
そ
の

施
設
長
が
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
代

理
で
請
求
す
る
場
合
、
身
障
者
の
方

で
郵
便
に
よ
る
場
合
等
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

選
挙
期
日
（
二
十
一
日
）
ま
で
に
町

外
に
転
出
さ
れ
た
方
。

サ
ク
ラ
は
日
本
の
春
を
代
表
す
る

花
で
す
。
し
か
し
、
日
本
列
島
は
南

北
に
長
い
た
め
、
そ
の
開
花
時
期
は

場
所
に
よ
っ
て
か
な
り
違
っ
て
き
ま

す。
こ
の
時
期
、
サ
ク
ラ
の
開
花
し
た

地
区
と
開
花
し
て
い
な
い
地
区
の
境

に
線
を
引
く
と
、
天
気
図
の
前
線
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
通
称

「
サ
ク
ラ
前
線
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
の
開
花
の
観
測
は
、

線
全
国
百
二
十
か
所
の
気
象
台

や
観
測
所
で
や
っ
て
い
ま
す
。

前
観
測
す
る
サ
ク
ラ
の
種
類
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
中
心
で
す

ラ
が
、
沖
縄
は
ヒ
カ
ソ
ザ
ク
ラ
、

北
海
道
は
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と

ク
エ
ゾ
ザ
ク
ラ
が
対
象
で
す
。

平
均
開
花
時
期
は
、
沖
縄
県
・

サ
名
護
で
ヒ
カ
ソ
ザ
ク
ラ
が
元

日
ご
ろ
、
そ
れ
か
ら
北
上
を

続
け
、
四
ー
五
月
の
大
型
連
休
ご
ろ

に
は
、
津
軽
海
峡
を
渡
っ
て
北
海
道

に
達
し
ま
す
。
一
番
遅
い
の
は
根
室

で
、
五
月
二
十
日
ご
ろ
に
チ
シ
マ
ザ

ク
ラ
が
開
花
し
ま
す
。

日
本
列
島
の

縦
断
に
お
よ
そ
半
年
も
か
か
る
の
で

す
。
こ
う
し
た
植
物
に
よ
る
季
節
観

測
は
、
ほ
か
の
植
物
で
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
サ
ク
ラ
の
ほ
か
に
は
、

「紅
葉
前
線
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。 歳

時

記
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
所
有
者
に
な
っ
た
人
、
所

有
者
で
な
く
な
っ
た
人
な
ど
は
、
早

め
に
手
続
ぎ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
（
総
排
気
量
が

百
二
十
五

cc
以
下
）
と
小
型
特
殊
自

動
車
に
つ
い
て
は
役
場
総
務
課
へ
、

そ
れ
以
外
の
車
種
に
つ
い
て
は
、
軽

自
動
車
協
会
又
は
陸
運
事
務
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
原
付
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合
〉

役
場
で
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、
あ

な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

〈
原
付
の
車
体
を
変
更
し
た
場
合
〉

役
場
で
車
体
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、

自
賠
責
保
険
の
変
更
が
で
ぎ
ま
せ
ん
。

〈
所
有
者
が
死
亡
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
や
車
体
を
紛
失
し
た
場
合
〉

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う

に
し
て
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
役
場

に
来
て
く
だ
さ
い
。
所
有
者
が
死
亡

し
た
時
は
、
身
内
の
人
に
名
義
変
更

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
転
入
、
転
出
さ
れ
た
場
合
〉

転
出
す
る
時
は
、
ナ
ソ
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
町
へ
返
却
し
、
新
住
所
地
で
新

た
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
入
の
場
合
は
、
肱
川
町
の
ナ
ソ

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
受
け
取
る
手
続
き

事業主の皆さんへ
労慟保険料の申告・納付はお早めに。

平成 3年度の労働保険（労災保険・雇用保

険）の申告・納付の期限は、 5月 15日（水）に

なっております。

お早めに手続きを完了しましょう。

申告・納付のお問い合わせは、

•愛媛労働基準局労災補償課
8(0899)25-2101 

•愛媛県雇用保険課

云 (0899)41-2111まで。

詳
わ
く
は
、
役
場
税
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
〉

ま
ず
、
警
察
署
へ
盗
難
届
を
出
し
、

そ
の
後
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

a且
0

因
因

9
R
吾
口
ぉ

和
尋
国
起
川

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
血
液
に
含
ま

れ
て
い
る
脂
肪
分
で
、
人
間
に
必
要

な
栄
養
分
で
す
。

■コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
す
ぎ
て
血

圧
が
高
い
人

脳
卒
中
が
お
こ
り
易
い
。
そ
の
理

由
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
す

ぎ
る
と
血
管
が
弱
く
な
る
か
ら
。

（
塩
分
を
ひ
か
え
て
、
も
っ
と
動

物
性
食
品
を
食
べ
て
下
さ
い
。
）

■コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
す
ぎ
る
う

え
に
血
圧
も
高
い
人

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
の
心
臓
病
が

お
こ
り
易
い
。
（
塩
分
・
砂
糖
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

口国民健康保険だより
ー 資格異動の時は早く届出を□ 

四
月
は
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
の
異
動
の
多

い
時
期
で
す
。

転
出
、
転
入
、
就
職
、

退
職
等
で
国
保
資
格
に
異

動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必

ず
十
四
日
以
内
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
の
届
け
出
が
お
く

れ
る
と
、
保
険
税
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
払
う
こ
と
に
な
っ

た
り
、
保
険
証
が
な
い
た

め
全
額
自
己
負
担
と
な
っ

た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
や
め
る
届
け
出

が
お
く
れ
る
と
、
保
険
証

が
手
も
と
に
あ
る
た
め
、

つ
い
そ
れ
を
使
っ
て
診
療

◎
◎
R
④
◎
R
⑱
⑱
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お父さん
清利さん(34歳）
お母さん
三和さん(26歳）

「
平
成
」
の
「成
」
を
と
っ
て
『
一
成
』

い
つ
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
、
仲
良
く

遊
ん
で
る
ん
だ
け
ど
、
最
後
に
は
け

ん
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
だ
か
ら

夜
暗
く
な
っ
て
も
平
気
、
で
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
買
っ
て
来
た
「
お
ば
け

の
お
め
ん
」
だ
け
は
こ
わ
い
で
す
。

な

つ

こ

岡
村
菜
摘
子
ち
ゃ
ん
（
広
常
）

平
成

1
年
4
月
16
日
生

1
歳
11
か
月

こ
ん
に
ち
わ
、
菜
摘
子
で
す
。
わ
た
し

は
、
お
う
ち
の
お
庭
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

『
か
ち
ぐ
り
』
を
食
べ
る
の
が
大
好
き
で

す
。
「
四
月
に
な
っ
て
お
花
が
き
れ
い
に

咲
い
た
ら
2
歳
に
な
る
よ
。
」
っ
て
、
お

母
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。

お母さん
宮子さん(26歳）

か
ず
な
り

松

本

＿

成

く

ん
（中
居
谷
）

平
成
1
年

3
月
11
日
生

2
歳
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丸山公園のしゃくなげ
（平成2年 4月撮影）
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肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、
鹿
野
川

し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
の
開
幕
式
を
三

月
三
十

一
日
に
行
い
ま
す
。
以
後
一
ヶ

月
間
に
わ
た
り
多
彩
な
行
事
を
下
記

の
と
お
り
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
家
族
お
揃
い
で
お
楽
し
み
い
た
だ

く
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
開
花
、
見
頃
は
、
お
お
よ

そ
次
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

花
だ
よ
り

◎

桜

鹿
野
川
圏
地
・
鹿
野
川
湖
畔

約
三
、

0
0
0本

四
月

一
日
l
八
日

◎
し
ゃ
く
な
げ

丸
山
公
園
約
―
―
-
、

0
0
0本

四
月
十
四
日
ー
四
月
二
十
五
日

◎
エ
ビ
ネ
ラ
ン

丸
山
公
園
約
一
五
、

0
0
0本

四
月
十
五
日
ー
ニ
十
五
日

◎
ッ
ツ
ジ

丸

山

公

園

約

四

、

0
0
0本

四
月
二
十
日
ー
三
十
日

し や ＜
 

なげま つり 日 程表

行 事 名 日 時 場 所 摘
ロ

要

開 幕 式
3月31日 ふれあいの里 オープソセレモニー
9 . 00~ 鹿鳴 園 もちまぎ 9. 20~ 

のびのびウォーク
3月31日

II 
鹿鳴園～岳山（湿泉、山菜狩り）

9 : 30~ 10. 00出発参加料大人500円子供300円

肱川町しゃくなげ 3月31日
肱訓町公民館

俳 句 大 会 9 : 30~ 

しゃくなげまつり 3月31日 ふれあいの里 9 00受付 入賞者（トロフィー、賞状）全員に参加賞
テ ニ ス 大会 9 : 30~ 鹿 鳴園 10. 00試合開始トーナメソト（混合ダプルス）参加料500円／組

お神楽 10.00~11. 00鹿野川園地

しゃくなげまつり
4月14日 丸山公園 グリ ーソアドベソチャ ー大会(n:oo受付）
10 : 00~ 鹿野川園地 （花木名前あてウォーキソグ） 12 00~14. 00鹿野川園地

もちまき 14 30丸山公園

工 ビネ ラ ソ 4月27日～28日
丸山公園 エビネラソ 500鉢

展示即売会 9 : 00~16: 00 

面白 自転車 4月28日 ふれあいの里
肱川ウォ ッチ‘ノグビデオ・アニメビデオ上映

ビデオ上映 10 : 00~15 : 00 鹿鳴園

J 11 柳 大 会
4月29日

肱川町公民館
10 : 00~ 

脚 IIフォトコ ‘ノテスト
3月31日～ 8月10/切
肱川の四季（風景 ・祭り・行事等）を写したもの、過去一年以内に撮影したもの。

◎お申し込み•お問い合わせは、電話で肱川町観光協会へ（匹0893-34-2311)

犬の登録と予防注射 「犬はつないで飼いましょう」

犬の登録と予防注射日程票

4 月 22日（月）実施

時 間 場 所

午 前 9 ・ 1炉 9• 20 中津集会所

g.如 9: 50 小倉（今井宅前）

10 • 1炉 10• 25 農協予子林事業所

10 ・ 知10• 40 郷集会所

11：妍11:15 ［重栗集会所

11 • 2炉 11:40 洲縫製宇和川工場前

-----------------------------------------------------

午後 1.妍 1• 10 道野尾集会所

1. 2炉 1 30 瓜畦（富永加朗宅前）

1.妍 1: 50 協生集会所

2：ro---, 2 10 中居谷集会所

2 : 2炉 2: 30 嘉城集会所

2.妍 2・ 50 羽座谷集会所

4 月 23日（火）実施

時 間 場 所

午前 8:妍 8.55 小藪集会所

9：厨9:15 師走野集会所

9．知9・ 45 JR白石車庫前

9：厨10:15 広常集会所

10 ・あ～10:40 大平集会所

10: 55~11: 05 硯（湖仙荘横）

11: 15~11: 45 下鹿野川河原

.. -―----.. , ---------------------------------------------

午後 1：佃1 15 月野尾集会所

1.あ～1: 55 敷水集会所

2 ・ 1伝 2: 25 下嵯餓谷集会所

2 ：底3:oo 岩谷公民館

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り

生
後
三
ヶ
月
以
上
の
犬
は
、

毎
年
一
回
の
登
録
と
年
一

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
後
一
＿
一
ヶ
月
以
上
に
な
っ

た
犬
は
、
次
の
日
程
で
登

録
と
注
射
を
行
い
ま
す
か

ら
最
寄
り
の
場
所
で
必
ず

受
け
て
下
さ
い
。

▽

料

金

四
、
六
二

0
円
二
頭
当
り
）

内

訳

登

録

料

二
、
一

0
0円

注
射
料
二
、
五
二

0
円

※
認
め
印
を
ご
持
参
下
さ
い
。

〇
訪
問
注
射
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

一
頭
当
り
五
、
六
二

0
円
に
な
り
ま

す
。
（
訪
問
ご
希
望
の
方
は
、
四
月

十
九
日
ま
で
に
、
保
健
セ
ソ
タ
ー
6

三
四
ー

ニ
三
四

0
ま
で
ご
連
絡
下
さ

ぃ
。
）

▽

日

程

左
記
の
と
お
り
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譴
彗
闘

昭
和
三
十
年
の
制
度
創
設
以
来
、

三
十
五
年
間
、
低
所
得
世
帯
等
の
経

済
的
自
立
と
生
活
意
欲
の
助
長
促
進

の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
人
々
の
生

活
を
支
援
し
続
け
て
ぎ
た
世
帯
更
生

資
金
が
平
成
二
年
十
月
か
ら
、
名
称

と
内
容
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
名
称
変
更

現
行
の
「
世
帯
更
生
資
金
貸
付
制

度
」
か
ら
、
在
宅
福
祉
と
家
庭
生
活

の
よ
り
積
極
的
な
推
進
と
安
定
を
め

ざ
す
に
ふ
さ
わ
し
い
「
生
活
福
祉
資

金
貸
付
制
度
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
貸
付
対
象
の
拡
大

日
常
生
活
上
介
護
の
必
要
な
高
齢

者
（
六
十
五
才
以
上
）
の
属
す
る
世
帯

に
所
得
を
緩
和
し
て
貸
し
付
け
る
と

と
も
に
、
精
神
薄
弱
者
世
帯
に
つ
い

て
も
身
体
障
害
者
世
帯
と
同
様
の
取

扱
い
と
す
る
よ
う
拡
大
が
図
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

精
神
薄
弱
者
世
帯
の
と
ら
え
方
と

し
て
は
、
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
か
ど
う
か
で
明
ら
か
で
す
が
、

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
で
あ
る
か
ど

う
か
は
、
判
断
し
に
く
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
次
の
よ
う
な
資
金
種
類
、
使

途
や
具
体
的
な
内
容
か
ら
、
必
要
な

貸
付
か
ど
う
か
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ

り
適
切
に
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

巽
巽
巽
冥
葵
巽
巽
巽
涙
i

認
巽
認
巽
巽
認
認
巽
巽
〗

責

旦
図
〗
一

特
殊
浴
槽
、
入
浴
用
リ
フ
ト
、
床

づ
れ
防
止
マ
ッ
ト
、
機
能
回
復
訓
練

に
必
要
な
機
器
等
の
購
入
に
福
祉
資

金
を
、
介
護
上
必
要
な
住
宅
の
補
修

等
住
環
境
の
整
備
に
住
宅
資
金
を
、

療
養
に
必
要
な
経
費
と
し
て
療
養
資

金
を
。こ

の
一
＿
一
種
類
の
資
金
が
高
齢
者
世

帯
へ
の
貸
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

三
、
運
営
上
の
改
善

①
連
帯
借
受
人
、
連
帯
保
証
人

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
子

供
等
と
は
別
世
帯
の
場
合
は
子
供
等

が
連
帯
借
受
人
と
し
て
加
わ
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
保
証
人
は
の

ぞ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
修

学
資
金
、
支
度
費
、
技
能
習
得
費
に

つ
い
て
も
、
同
様
に
親
子
で
、
そ
れ

ぞ
れ
借
受
人
、
連
帯
借
受
人
と
し
て

申
込
む
場
合
は
、
原
則
と
し
て
保
証

人
を
の
ぞ
く
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

②
緊
急
貸
付

現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
修
学
資
金

等
緊
急
貸
付
扱
い
の
資
金
に
生
活
資

金
と
、
災
害
援
護
資
金
と
の
重
複
貸

付
に
よ
る
住
宅
資
金
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

③
重
複
貸
付

い
ず
れ
の
資
金
も
同
時
に
貸
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
再
貸
付

同
種
の
資
金
の
再
度
に
わ
た
る
貸

生活福祉資金貸付条件の改善一覧

資金の種類 平成 2年度 据置 償還 備 考

生業費
1. 040. 000円以内 1年 7年

特ー特に必要と認められる場合
特 2,080,000円以内 以内 以内

更生資金 支度費 80,000円以内
6月 6年

月21.000円以内
以内 以内 特～特に必要と認められる場合（一括貸付）

枝能習得費
特 330.000円以内

貸付期間 6月（法令等において期間に定め

のある場合その期間、最高、3年）

生業 費
1. 040. 000円以内 1年 9年 特～特に必要と認められる場合

特 3,600,000円以内 以内 以内 据置期間 1年 6月以内

障更身生害資体者金 支度費 80,000円以内
6月

以内 8年

月21,000円以内 1年
以内 特～特に必要と認められる場合（一括貸付）

枝能習得費
特 490,000円以内 以内

貸付期間 6月（法令等において期間に定め

のある場合、その期間、最高 3年）

生活資金
月58,000円以内 6月 5年

特ー特に必要と認められる場合
特月88,000円以内 以内 以内

身体障害者福祉亥金 520,000円以内

6月 3年
（イ賞還期間 6年以内）

福祉資金 250,000円以内
以内 以内

転宅費 190,000円以内

身体障害者等自動車蹟入貸金 2,000,000円

（償還期間 6年以内）

住宅資金
1,100,000円以内 6月 6年

特ー特に必要と認められる場合
特 1,800,000円以内 以内 以内

高校月 23.000円以内

修学費
高専月 30,000円以内内
短大月 37,000円以

修学資金
大学月 38,000円以内

貸付限度の区分

高校［自宅通学 37,000円以内

高専 自宅外通学 50,000円以内

就学支度費 80,000円以内
6月 20年 短大［自宅通学 50,000円以内

以内 以内 大学 自宅外通学 80,000円以内

私立高校入学時に要する経費について特に必

要と認められる場合には、別に130.000円を限

度として貸付ける＂

250.000円以内 6月 5年
特～特に必要と認められる場合

療養資金
特 380.000円以内 以内 以内

療養期間 1年（特に必要と認められる場合、

1年 6月以内）

災害援護姿金 1.000. 000円以内
1年 7年

以内 以内

四
、
貸
付
限
度
額
の
引
上
げ

別
紙
の
と
お
り
。

な
お
、
改
正
内
容
の
実
施
は
平
成

二
年
十
月
一
日
か
ら
で
す
。

房定繁都

付
の
条
件
を
緩
和
し
、
必
要
に
応
じ

て
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
協
議
会
に
、
ご
寄
付
を
頂
き
ま

し
た
。福

祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂
ぎ
ま

す。◎
下
敷
水

◎
下
嵯
峨
谷

◎
瓜
生
谷

◎
下
鹿
野
川

和上西椎

気川山野

男 子 網 夫

社

協

へ

の

ご

芳

志

ノ三
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来賓祝辞をされる宮田課長

受賞される森繁夫氏

肱
川
農
協
で
は
、
各
生

産
部
会
が
十
一
部
会
有
る

中
、
農
産
部
会
に
次
ぐ
大

き
な
部
会
で
有
る
き
ゅ
う

り
部
会
の
総
会
が
三
月
八

午
前
九
時
半
よ
り
開
催

れ
た
。

先
ず
初
め
に
兵
頭
達
行

会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

、
鉾
岩
組
合
長
よ
り
あ

さ
つ
が
有
っ
た
。
引
き

ぎ
平
成
二
年
度
ぎ
ゅ
う

生
産
に
対
す
る
優
秀
農

表
彰
が
行
わ
れ
、
森
繁

氏
が
販
売
金
額
第

一
位

云
う
事
で
肱
川
町
長
賞

三
年
連
続
で
受
賞
さ
れ
、

の
他
、
次
表
の
通
り
各

家
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
来
賓
祝
辞
に
移

、
町
役
場
よ
り
宮
田
産

課
長
、
神
戸
中
央
青
果

平成

市
場
よ
り
西
山
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
が
有
っ
た
。

議
事
に
う
つ
り
、
各
議
案
と
も
原

案
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

優
秀
農
家
表
彰

肱
川
町
長
賞

森
繁
夫
氏
（
販
売
金
額
一
位
）

肱
川
農
協
組
合
長
賞

大
谷
支
部
（
優
秀
支
部
）

神
戸
中
央
青
果
賞

宮
本
長
則
氏
（
秀
品
率
優
秀
者
）

き
ゅ
う
り
部
会
長
賞

楠
野
仁
志
氏
（
反
当
収
量
優
秀
者
）

努
力
賞

新
山
進
氏
（
反
当
収
量
優
秀
者
）

努
力
賞

松
井
行
男
氏
（
反
当
収
量
優
秀
者
）

努
力
賞

竹
本
久
網
氏
（
反
当
収
量
優
秀
者
）

努
力
賞

片
山
美
恵
子
（
秀
品
率
優
秀
者
）

2
 

年度事業報告

1. 事業報告

2. 活動報告

月・日 活 動 内 容
~ ・ ~ ~ ~ 

2. 23 平成元年度総会 事業報告・事業計画・役員改選

5. 8 トソネル講習会 ときわ種苗鈴木氏

6. 1出荷打合せ会 市場情勢・肥培管理・規格統一

8. 4野菜青年部交流会 県内ソフトボール大会 於城JII 

8. 9支部長会 中間検討・市場研修について

8 22,,.....,23 全野研愛媛県大会 講習会・研究発表於松山 20名

8. 28---...,30 市場研修 神戸市場・大阪方面

9. 26 県協議会総会
事業報告・事業計画・記念講演
2名

H3 1. 10 支部長会 実績検討・次年度対策について

1. 18 大谷支部反省会
2年度の反省と 3年度の対策につ
いて

1. 24 予子林支部反省会 ” 
1. 2 8 宇和川支部反省会 ” 
1. 2 8 岩谷支部反省会 ” 
1. 2 9 中央支部反省会 ” 
2. 26 支部長会 平成2年度総会について

3 ~11月 現地講習会 各地区

全国的なぎゅうり作付面積の伸び悩みの中で、肱川農

協においても作付面積5.8ha（前年比97%）となった。作

型別の面積をみると、 トソネル型から夏型への移行がみ

られ、秋型については面積の伸びをみている。また少面

積ながら、ハウス半促成、抑制の栽培も行われた。しか

しながら、記録的な干ばつ、度重なる台風等多大な被害

がもたらされ大きな減収となり、出荷量は303t（同比78

％）反収5,217kg（同比マイナス 1t)となった。

本年産ぎゅうりの販売実績は、 6月の安値を除き全体

的に高価格で推移し、平均単価254円／kg（同比122%)

であり、販売金額7,681万円（同比95%）と量的な減収の

中ではまずまずの成績となった。

なお、本年度花き銘柄産地育成対策事業によるハウス

が60a (7戸）導入され、次年度よりハウス栽培がなされ

ることとなった。

また、 8月29日から31日にかけて市場研修を行い、情

報交換、研修を行った。
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平成 3年度事業計画（案）

1. 事業方針

野菜の流通、消費動向は、品目の多様化、高級化がすすみ、

鮮度の良いもの、品質の良いもの、安全なもの等商品価値の高

いものが求められてい る。

また、量販店、外食産業の著しい伸びの中で、規格取引、大

口需要 が一層進んでおり、産地に対する継続出荷、量的確保の

要望も強い。

一方産地の情勢は、生 産者 の高 齢化 、兼 業化 の進 行、農産物

価格の不安定等、ますます厳しくなっており、産地問競争も激

化している。

こ のような中で、肱川農協きゅうり部会も、高品質、量的対

応、継続出荷のでぎる足腰の強い産地作りのため組織の強化を

図り、販売金額 1億円の早期実現に向けて事業を推進する。

2. 重点推進事項

(1)生産対策

①新規栽培者・休作者への慟きかけと個別面積の拡大（目標

8 ha) 

② ハウス半促成・抑制の作付拡大による出荷期問の延長

③プルー ムス台木(7月中旬以降の露地を除く）による 高 品 質

きゅうりの生産

④秀品率50％を目標に肥培管理の徹底

⑤反収 1 t向上

⑥士壌診断を基本とした土づくり

(2)販売対策

① 選 果 選 別 の 徹 底

②予冷庫・冷蔵庫の有効利用による鮮度保持

③市場・経済連との情報交換を密にして有利販売

に努める

④市場・先進地視察の実施

(3)組織活動

①支部活動・班活動の強化

②共励会の実施

3. 活動計画

月 活 動 内 容

5 出荷打合会 規格の杭一

7 支蔀長会 中間検討

8 視察研修 市場または先進地

1 2 支蔀長会 実績検討・次年度対応

1 2 ~ 1 各支部出荷反省会 実績検討・次年度対応

2 平成2年度総会 事業報告・事業計画

3 ~ 1 1 栽培講習会 現地・各地区

［国民年金基金、

国民年金基金とは、現在、サラリーマンに支給

されている基礎年金の上乗せ年金（厚生・共済年

金）を、農業者など自営業者にも支給するために

設けられた新しい公的な年金制度です。

とくに、農業者年金に加入できない農家婦人な

どにとっては魅力ある制度です。

その概要

農家の家庭 1:1

金
‘,‘/ 

金年
年

民

国
民
年
金
基
金

]
[

（

共

済

年

金

厚

生

年

金

／ 

翌悶瓢贔彗喜を平成3年5月に設立します。

この国民年金基金に加入できる方は、次のすべてにあてはまる方です。
r-----------------------------------------------------------------------------------------------7 

i 1．国民年金の第 1号被保険者(20~59歳）の方

i 2農業に従事している方

i 3．国民年金の保健料免除者でない方 ； 

: 4．農業者年金の被保険者（当然加入の未加入者を含む）でない方 ： 
L-----------------------------------------------------------------------------------------------.J 

※加入した方は、任意に脱退することはでき
ません。

※上のいずれかにあてはまらな〈なった方は、
脱退することになります。
この場合、払い込んだ掛金は年金支払開始
年齢まで運用され、年金支払開始年齢から
年金としてお受け取りになれます。

国民年金基金の加入は、口数単位となります。
1口目◎終身年金A型、 B型、 C型の 3種類の中からお選び下さい。

◎ 1口目は、年金月額 3万円です。
（満46歳から50歳までの問にご加入の方は年金月額 2万円、満51歳から54歳までの間にご加入の方は年

金月額 1万円です。〕
2口目◎年金月額 1口あたり 1万円です。
以 降◎ご自分の将来設計に合わせて終身年金 A型、 B型、 C型および確定年金 I型 、 Il型、 m型 の 6種 類 の

中からお選びいただけます。

次ページに続く
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〔確定年金(I 型• I 型• III型）の年金額が、

； 
身

年

金

確

定

年

金

終身年金
(15年保証期間付）

65歳支給開始 (80歳）

I型6□三

1口目を含めた年金額の半分を越えないようにお選びください。〕

B型 |c型

終身年金
（保証期間なし）

65歳支給開始

II型6□三
終身年金

（保証期間なし）
65歳支給開始

Ill 型:~三5歳）
※確定？年金又ヒは、支払期間が生死によらず決まっていて、亡くなられた場合には残りの期間分を一時金とし

て遺族にお支払する年金です。

※ A型、 I型、 Il型、 m型は、年金を受け取る前に亡くなられた場合には、遺族の方に死亡一時金をお支払

いします。

この4月からスーパーMMCが、 50万円から預けられます。

いよいよ 4月 1日から、最低預け入れ金額が50万円に引ぎ下げられることになりました。

ますます身近になった、のうぎょうのスーパーMMCは、あなたの夢をはやく大ぎく育てま

す。

内容については次の通りです。

だんぜんお得な高利回り。

農協のスーパーMMCは、高利回りな自由金利

型定期預貯金の利率をもとに決まるので、だん

ぜん有利。しかも、期間 3年ものは半年の複利

計算になりますので、利回りはアップします。

また、 65歳以上の方など、元金300万円までは

マル優をご利用いただけるものも魅力です。

確定利回り、お利息安全。

お預け入れになった時の利率が満期日まで変わ

らない確定利回りです。ですから安全・確実に

運用できます。

期間自由でラインアップ。

農協のスーパーMMCの預け入れ期間は、 3か

月． 6か月・ 1年・ 2年・ 3年ちょうどの定型

5種類のほかに、 3か月を超え 3年未満の間か

ら満期日が自由に選べる満期日指定型がありま

す。

あなたの貯蓄プラソに合わせてご自由にお選び

いただけます。

使い方、いちだんと便利。

自動継続タイプにすれば、満期日にめんどうな

手続ぎは必要なく、たいへん便利です。（満期

日指定型では取り扱いできません。）

また、総合口座にセットすれば、自動融資がご

利用でき、いざという時も安心です。（満期日

指定型では取扱できません。）

農
協
の
ス
ー
パ
ー

M

M

C

農協のスーパーMMC、スーパーMMC300 

の利率をお知りになりたい方は...。

J

>

 

／
 

300万円からは、さらにお得なスーパーMMC300ご用意

しております。ぜひ、ご利用ください。

利率は、預け入れ期間ごとにことなります。詳しくは、

お近くの農協の窓口におたずねください。
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図ー 1 プロセッサー

図ー 2 タワ ーヤー ダー

0

ス
キ
ッ
ダ

牽
引
式
の
集
材
専
用
ト

ラ
ク
タ
ー
で
す
。

林
業
の
機
械
化

「
オ
ノ

・
ノ
コ
・
カ
マ

」
か
ら
チ
ェ

ソ
ソ
ー
や
刈
払
い
機
等
の
便
利
な
機

械
へ
と
山
で
の
作
業
道
具
は
、
移
り

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
機
械
化
は
進

ん
だ
も
の
の
、
作
業
に
携
わ
る
人
の

高
齢
化
と
人
手
不
足
は
、
年
を
お
う

ご
と
に
よ
り
一
層
深
刻
な
問
題
と
な

っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

北
海
道
を
中
心
と
し
て
傾
斜
の
緩
い

所
で
は
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し

活`
用
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
機
械
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

0

フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ

立
木
を
伐
倒
す
る
自
走
式
機
械
で

す
。 0

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

枝
払
い
・
玉
切
り
・
仕
分
け
を
す

る
機
械
で
、
図
ー

1
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー
ヘ
ッ
ド
を
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

や
ク
レ
ー
ソ
の
先
端
に
取
り
付
け
て

作
業
を
行
い
ま
す
。

0
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ

急
傾
斜
地
に
適
し
た
異
動
式
の
集

材
機
で
、
本
柱
の
代
わ
り
に
な
る
鉄

柱
と
集
材
装
置
を
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

に
搭
載
し
た
も
の
で
す
。

[
）
[
）
〗

林
〗業
）
〗
の
）
〗
機
）
〗
械
化

）
〗
）
〗
）
口
[
)
)
[

0

フ
ォ
ワ
ー
ダ

材
を
荷
台
に
積
載
し
な
が
ら
集
材

を
行
う
ト
ラ
ク
タ
で
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
愛
媛
県
に
導
入
し

て
役
立
ち
そ
う
な
も
の
と
い
え
ば
、

最
初
の
二
つ
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
や
タ

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と
思
わ
れ
ま
す
。

作
業
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
。

今
ま
で
人
手
で
行
っ
て
き
た
こ
と

を
機
械
に
ま
か
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
大
変
楽
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
機
械
は
高
性
能
故
に
処
理
す
る

量
が
大
き
く
な
け
れ
ば
採
算
が
取
れ

な
い
欠
点
が
あ
り
、
個
人
で
購
入
し

活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
レ
ソ
タ
ル
で
き
る
よ
う
に
あ

る
組
織
で
購
入
し
共
同
施
業
を
行
え

ば
活
用
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、
高
知
県
で
は
、

5
ヶ

0

ハ
ー
ベ
ス
タ

伐
倒
・
枝
払
い
・
玉
切
り
を
行
う

自
走
式
機
械
で
す
。

図一3
一般的な作業ンヽステム 〗丁

〗二
図ー4
一般的な作業ヽンステム

伐木、木揃

フェラーバソチャ

チェーソソー

八、心
＜ • -” ``:.v•-. 
ツ'~l

. `̀`” ‘̀̀̀ ` ．． □ 
r—翡
塁←ゃぃ、
三-ニ

→ 

→ 

架線集材

T
V
 全木集材

スキッダ

タワーヤ ー ダ

こ］噂，

□ [ 
→ 

→ 

枝払い、玉切り、集積

プロセッサー

：三
亨曇

枝払い、玉切り、集積

プロセッサ

→ 

く□□髯亨 ＇憂

町
村
出
資
に
よ
る
第

3
セ
ク
タ
ー
の

株
式
会
社
を
設
立
し
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

や
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
ー
等
を
購
入
し
て

平
成
4
年
か
ら
本
操
業
を
す
る
手
は

→ 

ず
と
な
っ
て
い
ま
す
。

肱
川
で
も
活
用
で
き
る
機
械
が
早

く
開
発
さ
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

林

改

渡

邊
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｀駈 攀戸三う1！ 優良材生産は直材づくりから．I ！ 

！ 
椎茸生産はクヌギ林造成から．I j 

！ 

！ 
！ 

！ 肱川土場木材相場表
第 回 平 成 3年 2月16日 19肪訓町森林組合乾椎茸木臣易表： I ！ 

！ 

！ 
県森連市より （単位m'当り：円） 1. 市売日 • ••平成 3 年 2 月 15 日 ！ 

! ; • • ・.．．．．．．．~．．．．．．．．．.．．．．．．．．．..． ,．．．．．．1，ー~ l. 販売数盈・ ・ •100 ケース 1195. 7ほ ！ 
スキ ヒノキマッ

！長さ末口径 その他
1. 平 均 単 価 3,080円 ！ 

t 
令 チョクマガリチョクマガリチョク 1．銘柄別単価 ！ 

t 7crn下禾 247本 217本 351本 256 松 パルプ
8 cm上本 280本 174本 499本 246 末口 7 cm上

支銘 柄 ． 単 価比率％銘柄単 価比率 ％

i 4 m ll Crn上23,000 -30,500 -18cm上20,500長さ1.7~1.9m §大 厚 ー特用大葉 3,860 
！ 

i 14 min:上21,000 -48,000 _ 24cm上25,500 25円／オ ，中 厚 5,500 ー特用中葉 3,670 : ！ 
! 18 cm上23,700 -48,000 -30叫 40,000 .． ! 
! 7crn下 本 221本 一 本 201本一 雑パルプ 1Jヽ 厚 4, 800 ー特用小葉 3,400 1 ! 

8 cm上 本 228本 164本 233本 208 末口 7cm上 大ウス 3,580 3，大 バ レ
， 

！ 
2,700 I 13 、

11 cm上14,800I 11s,ooo 長さ 2m  
: 3 m 13cm上（三） 一 ＿ ― -18cm上20,000 43円／才 中ウス 4,350 6 中 バ レ 2,980 15 i 
i I I 13cm上⑳ 25.ooo I -I 45, 500 I -f24cm上24,000パリ材 ；中小ウス 4, 200 8ぶ1トバレ 2, 400 7 
i l8 cm上20,000 42,000 -30叫 （松・杉・桧） 、小 ウス

！ 
i 7cm下本 110本 ＿ 本 110本ー 末口 3~6cm , 

3, 080 8 ，，• 変形 3, 000 ! 
! 2 m 8 cm上本 160本 一本 160 ー 長さ 2m ジャミウス ' 1,690 4 色 落 ウ ス 9 2,800 

l 6m土i][ ；;; -;; ；;； ＿悶［晨 72 食： 9:、 口／：の： 1 ：：： -l 
ピ巳こ出荷多く低し相場。400000 4m  84円 1概要：芦竺;:¥,90しこ買:::8、5□9保:;:I 
---- -----------------------_」

の
う
き
ょ
う
の
教
育
ロ
ー
ン

農
協
で
は
、
担
保
な
し
で

三

0
0
万
円
ま
で
ご
利
用
い

た
だ
け
る
便
利
な
教
育
ロ
ー

ソ
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

お
子
様
の
日
頃
の
が
ん
ば

り
に
応
え
て
い
た
だ
く
た
め

に
ぜ
ひ
の
う
き
ょ
う
教
育
ロ
ー

ソ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ご
利
用
で
き
る
方

■ご
子
弟
が
高
校
・
高
専
．

短
大
・
大
学
及
び
各
種
学

校
（
就
学
年
数

2
年
以
上
）

に
就
学
中
又
は
就
学
予
定

の
方
。

.
2
0
歳
以
上
の
方
。
（
組
合
員
で
な
い
方
は

窓
口
で
ご
相
談
下
さ
い
。
）

■そ
の
他
、
当
農
協
が
定
め
る
条
件
を
満
た

し
て
い
る
方
。

●
資
金
の
使
い
み
ち

就
学
子
弟
の
入
学
金
・
授
業
料
i

学
費
・

寄
付
金
・
下
宿
代
な
ど
。

●
ご
融
資
額

三

0
0万
円
ま
で
（
年
収
の

50
％
以
内
）

（
た
だ
し
、
ク
ロ
ー
バ
ロ
ー
ソ
、
定
期
積

金
ロ
ー
ソ
の
借
入
、
な
ら
び
に
カ
ー
ド
ロ
ー

ン
の
契
約
が
あ
る
場
合
は
制
限
が
あ
り
ま

す
。
）

●
ご
返
済
期
間

の
う
き
ょ
う
の
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

と
に
か
く
、
ご
自
由
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

お
使
い
道
は
自
由
で
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ソ
グ
や
レ
ジ
ャ

ー

な
ど
、
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
て
ご
自
由

に
お
使
い
下
さ
い
。

保
証
人
は
い
り
ま
せ
ん

愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協

会
が
保
証
し
ま
す
の
で
、
保

証
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

50
万
円
ま
で
な
ら
、
い
つ
で

も
何
回
で
も

50
万
円
ま
で
の
範
囲
内
な

ら
、
い
つ
で
も
、
い
く
ら
で
も
、
そ
し
て
何

回
で
も
お
借
入
れ
が
で
き
ま
す
。

契
約
期
間
は
1
年
で
自
動
更
新
し
ま
す

一
年
後
に
は
簡
単
な
再
審
査
の
う
え
ご
継

続
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
返
済
も
テ
マ
い
ら
ず
（
自
動
返
済
）

カ
ー
ド
ロ
ー
ソ
は
お
借
入
れ
も
、
ご
返
済

も
テ
マ
い
ら
ず
。
あ
な
た
の
ご
都
合
の
よ
い

金
額
を
総
合
口
座
、
あ
る
い
は
普
通
貯
金
に

ご
入
金
い
た
だ
ぎ
ま
す
と
、
自
動
的
に
返
済

さ
れ
ま
す
。

ご
利
用
で
き
る
方
は

20
歳
以
上
の
方
。

（
組
合
員
で
な
い
方
は
窓
口
で
ご
相
談
く

学
校
卒
業
後
五
年
以
内
（
在
学
中
は
据
置

期
間
と
な
り
ま
す
。
）

●
利

率

金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し
ま
す
の
で
農
協

窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
保

証

愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
の
保
証
を
う

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
保
証
料
は

O・

――
―
-tL%）

●
お
申
込
時
に
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

■ご
子
弟
の
合
格
通
知
書
ま
た
は
在
学
証
明

書
■
印
鑑
•
印
鑑
証
明書
(
1通
）

■収
入
証
明
書

■住
民
票
謄
本

だ
さ
い
。
）

そ
の
他
、
農
協
所
定
の
条
件
を
渦
た
す
方
。

お
申
込
み
は
カ
ン
タ
ン
で
す

簡
単
な
審
査
の
う
え
ご
契
約
、
カ
ー
ド
発

行
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
↓
審
査
↓
ご
契
約
↓
カ
ー
ド
発

行ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

お
申
込
み
の
際
は
次
の
も
の
を
農
協
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

収
入
証
明
書
健
康
保
健
証
等
ご
印
鑑

利
息
の
お
支
払
い
は

お
利
息
は
毎
年
2
回
の
利
息
決
算
日
に
指
定

貯
金
口
座
か
ら
の
自
動
引
落
し
、
あ
る
い
は

ご
融
資
に
組
み
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
ぎ
ま
す
。
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⑥
⑪
◎
園
＠
⑯

ト
ン
ネ
ル
き
ゅ
う
り

定
植
準
備

冬
期
の
土
づ
く
り
（
堆
肥
投
入
・

深
耕
）
に
よ
り
、
地
力
増
進
が
図
ら

れ
た
ほ
場
で
、
四
月
中
旬
の
定
植
に

向
け
次
の
手
順
で
準
備
を
行
う
。

苦
土
石
灰
は
、
定
植
の
一
ヶ
月
前

に
全
面
施
用
し
荒
耕
起
す
る
。
又
、

定
植
の
二
十
日
前
に
は
、
所
定
の
元

｀
肥
を
施
す
が
、
こ
の
時
降
雨
後
の
む

り
な
耕
う
ん
・
畦
立
て
で
、
土
を
ね

ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。
畑
で
は
根

が
広
く
張
る
よ
う
（
乾
燥
防
止
）
大
畦

”
に
、
水
田
で
は
湿
害
と
な
ら
ぬ
よ
う

高
畦
に
整
地
す
る
。
畦
幅
三
百

cm
を

標
準
に
畦
立
て
す
る
。

畦
立
て
後
、
降
雨
又
は
か
ん
水
に

よ
り
、
必
ず
畦
全
体
が
十
分
に
湿
っ

た
状
態
で
マ
ル
チ
を
張
る
。

ブ
ル
ー
ム
レ
ス
台
木
は
低
温
伸
長

性
が
悪
い
。
し
た
が
っ
て
、
地
温
確

保
に
よ
る
活
着
促
進
が
、
初
期
生
育

の
大
き
な
ポ
イ
ソ
ト
と
な
る
。
こ
の

た
め
、
定
植
の
一
週
間
ー
十
日
前
ま

で
に
、
マ
ル
チ
と
ト
ソ
ネ
ル
掛
け
を

行
う
。
ち
な
み
に
、
理
想
と
す
る
最

適
地
温
は
十
八
ー
ニ
十
三
℃
で
あ
り
、

十
五
以
下
の
地
温
環
境
が
続
く
と
、

根
の
活
力
が
急
激
に
低
下
す
る
。

水
稲
の
育
苗
の
準
備

種
籾
の
播
種
（
稚
苗
移
植
）
は
、
田

植
予
定
の
二
十
日
前
頃
に
な
る
の
で

計
画
的
な
作
業
を
行
っ
て
下
さ
い
。

最
近
で
は
、
育
苗
の
馴
れ
も
あ
っ

て
基
本
的
な
技
術
の
励
行
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
二
年

度
に
自
家
採
種
し
た
種
子
に
つ
い
て

は
、
稔
実
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の

で
選
種
を
十
分
行
い
、
発
芽
及
び
発

芽
後
の
育
苗
管
理
に
注
意
し
て
下
さ

い
。
ま
た
、
床
土
は
山
土
な
ど
で
保

水
カ
・
通
気
性
・
吸
肥
力
が
あ
り
、

酸
度
(
P
H
)
が
四
.
o-----
五
．

0
の

範
囲
の
も
の
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

自
然
土
の
か
わ
り
に
肥
料
や

P
H
を

調
整
し
た
粒
状
培
土
や
人
工
培
地
を

使
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
性
質
を

十
分
把
握
し
、
消
毒
済
で
あ
っ
て
も

播
種
後
に
は
殺
菌
剤
を
散
布
し
て
下

さ
い
。種

子
消
毒

箱
育
苗
に
な
っ
て
か
ら
、
ば
か
苗

病
や
も
み
枯
細
菌
病
の
発
生
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
種
子
伝

染
が
主
体
で
す
か
ら
、
水
稲
栽
培
指

針
に
も
と
づ
き
種
子
消
毒
を
適
切
に

行
っ
て
下
さ
い
。

一
、
栗

①
ク
リ
タ
マ
バ
チ
の
防
除
…
基
本
的

に
は
間
伐
整
枝
せ
ん
定
、
施
肥
の

適
正
化
等
耕
種
的
な
防
除
が
大
切

で
す
が
、
被
害
の
多
い
園
で
薬
剤

防
除
を
す
る
場
合
は
陽
光
面
の
先

端
三
ー
五
芽
の
平
均
芽
長
が
六
ー

-
0
ミ
リ
に
伸
び
た
時
期
（
四
月

上
中
旬
頃
）
に
ト
ラ
サ
イ
ド

A
乳

剤
の
四

0
0倍
に
プ
ラ
テ
ソ
八
〇

倍
（
展
着
剤
）
の
四

0
0倍
の
混
用

が
有
効
で
あ
る
。

二

、

ゆ

ず

①
元
肥
：
適
期
適
正
施
用
に
よ
り
樹

勢
回
復
や
春
芽
の
伸
長
充
実
等
を

図
る
た
め
、
昨
年
の
施
用
量
と
樹

勢
、
生
産
状
態
を
ふ
ま
え
て
、
現

状
の
樹
勢
や
樹
令
等
に
応
じ
て
施

用
す
る
。

三
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

L
花
腐
細
菌
病
：
•
こ
の
病
気
は
薬
剤

防
除
だ
け
で
は
有
効
な
防
除
は
で

き
な
い
の
で
、
耕
種
面
の
対
策
と

し
て
、
①
間
伐
せ
ん
定
、
②
排
水

を
良
く
す
る
、
③
適
正
な
肥
培
管

理
に
よ
り
過
繁
茂
を
是
正
す
る
こ

と
が
大
切
。

発
芽
前
の
薬
剤
散
布
と
し
て
は

コ
サ
イ
ド
ボ
ル
ド
ー
剤
の
一
、

0

0
0倍
を
三
月
中
旬
頃
に
散
布
し
、

菌
密
度
を
低
下
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

一

畜

産

一

①
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
追
肥

施
用9

月
中
旬
か
ら

10
月
中
旬
頃
ま
で

に
播
種
し
た
イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ

ス
は
、
気
温
の
上
昇
に
と
も
な
い
急

速
に
伸
長
し
、
分
け
つ
も
盛
ん
に
な

る
の
で
、
刈
り
取
り
後
は
、

1
0
a
当

り
窒
素
10
柊
、
燐
酸
5
柊
、
加
里

10

柊
を
追
肥
し
て
、
肥
料
切
れ
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
、
窒

素
肥
料
の
要
求
量
が
高
い
の
で
、
窒

素
肥
料
の
施
用
量
を
増
加
す
る
と
収

量
も
増
加
し
ま
す
が
、
追
肥
量
を
多

く
施
し
過
ぎ
る
と
加
繁
茂
と
な
り
倒

伏
し
や
す
く
な
る
の
で
、
刈
り
取
り

時
期
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

②
昼
間
に
分
娩
さ
せ
る
方
法

牛
の
分
娩
す
る
時
刻
は
、
通
常
24

時
間
の
間
に
均
一
に
分
布
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
昼
間
に
集
中
で
ぎ
れ

ば
、
ず
い
ぶ
ん
精
神
的
、
労
力
的
に

楽
に
な
り
ま
す
。

方
法
は
簡
単
で
、
分
娩
予
定
日
の

約
2
週
間
前
か
ら
、
一
日
分
の
飼
料

を
全
量
、
午
後
8
時
に
給
与
し
、
翌

朝
ま
で
に
採
食
さ
せ
る
夜
間
給
与
を

実
施
す
る
だ
け
で
す
。

こ
の
方
法
は
、
飼
料
摂
取
量
も
低

下
し
な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、

栄
養
上
の
問
題
も
な
く
、
か
な
り
の

割
合
で
昼
間
分
娩
す
る
割
合
が
高
く

な
り
ま
す
。

＇
―
真
饗
臼
鵬

4
月
2
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
3
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

4
月
4
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
9
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
10
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
11
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
16
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
17
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

4
月
18
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
23
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
24
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
25
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
30
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
醤
油
配
達
予
定
表

4
月
5
日
（
金
）
大
谷
方
面

4
月
12
日
（
金
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
19
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

4
月
26
日
（
金
）
予
子
林
方
面

4
月
L
P
G
配
達
予
定

2
日
（
火
）
大
屋
敷
・
大
平

5
日
（
金
）
上
石
丸
・
師
走
野
・
下
小
藪
・

中
野

8

日
（
月
）
藤
之
原
•
町
・
瓜
生
谷
の
一
部

10
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成
・

山
槌
・
正
山

12
日
（
金
）
久
保

15
日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
野
越
・
京
造
・

月
野
尾

18
日
（
木
）
広
常
・
影
地

19
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

2
0日
（
土
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・
樋
野
口
•

上
汗
生

22
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

25
日
（
木
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩
・
下
汗
生

27
日
（
土
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

30
日
（
火
）
下
敷
水
・
中
敷
水
・
上
敷
水
・

菟
野
尾
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こ
の
道
あ
っ
て
ま
す
か

町
内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
し

た
、
わ
ん
ぱ
く
学
級
を
三
月
三
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
わ
ん
ば
く
学
級
は
、

「
肱
川
町
オ
リ
エ
ソ
テ
ー
リ
ソ
グ
大
会
」

と
称
し
て
、
公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
し
、

御
在
所
山
を
登
り
、
大
谷
小
学
校
ま
で

の
コ

ー
ス
で
す
。
参
加
者
は
町
内
の
地

図
を
た
よ
り
に
、
コ
ー
ス
の
中
の
八
つ

の
ポ
イ
ソ
ト
を
探
し
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ポ
イ
ソ
ト
で
出
題
さ
れ
る
ク
イ
ズ
に

答
え
な
が
ら
、
約
十
七
キ
ロ
の
道
の
り

を
歩
き
ま
し
た
。

B
 

当
日
は
、
中
野
小
七
名
、
予
子
林
小

五
名
、
正
山
小
八
名
、
計
二
十
名
が
参

加
し
、
そ
の
う
ち
十
一
名
が
今
年
度
連

続
参
加
を
成
し
と
げ
ま
し
た
。
尚
、
結

果
は
、
正
山
小
チ
ー
ム
が
見
事
、
優
勝

を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
リ
エ
ソ
テ
ー
リ
ソ
グ
大
会

の
他
に
、
一
人
一
人
が
将
来
の
夢
や
希

望
な
ど
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
収
録
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ビ
デ
オ
は
六
年

生
の
皆
さ
ん
が
、
八
年
後
の
成
人
式
の

日
に
も
う
一
度
、
見
る
と

い
う
「
タ
イ
ム
カ
。
フ
セ
ル
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

今
年
三
回
行
わ
れ
た
「
わ

ん
ば

V
学
級
」
の
中
で
ど

れ
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
一
緒
に
頑
張
っ

て
歩
い
た
こ
と
は
、
小
学

校
生
活
の
―
つ
の
思
い
出

と
し
て
残
っ
た
こ
と
で
し
ょ

。
ぅ

こ
の
わ
ん
ば
く
学
級
を

機
会
に
、
み
ん
な
が
仲
問

に
な
り
、
助
け
合
い
な
が

ら
、
い
ろ
ん
な
出
来
事
に

チ
ャ
レ
ソ
ジ
を
し
て
ほ
し

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ゴール地点大谷小学校で全員集合

正 山

役員研修旅行紀行
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• 

去
る
二
月
十
六

日
ー
十
七
日
、
一

泊
二
日
で
実
施
を

し
た
分
館
役
員
研

修
旅
行
は
、
正
山

風
お
こ
し
運
動
を

考
慮
し
な
が
ら
参

加
対
象
を
青
年
団
・

婦
人
会
・
正
山
風

の
会
役
員
に
も
広

げ
総
勢
十
六
名
の

参
加
を
得
て
、
別

子

山

村

・

高

松

「
四
国
村
」
の
視
察

研
修
と
名
所
め
ぐ

り
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
に
ぎ
や
か

に
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

研
修
旅
行
は
、

十
六
日
午
前
六
時

十
五
分
津
の
内
を

出
発
し
て
新
居
浜

へ
。
視
察
地
で
あ

る
別
子
山
村
は
新

居
浜
か
ら
別
子
ラ

イ
ソ
を
通
っ
て
登
っ

て
い

っ
た
が
、
登

る
に
つ
れ
雪
国
の

景
色
に
変
わ
っ
た

時
「
ワ
ー
ツ
」
と
お

ど
ろ
き
の
声
が
あ

が
っ
た
。
車
窓
か

ら
の
景
観
は
い
く

つ
も
の
滝
、
枝
ぶ

り
の
い
い
松
、
自

然
林
と
全
体
が
観

光
の
材
料
で
あ
る
。

バ
ス
の
中
で
は
、

地
元
で
進
め
て
い
る
観
光
名
所
づ
く
り

と
比
較
し
な
が
ら
「
こ
れ
は
轟
の
滝
な

ん
か
や
っ
て
も
仕
方
な
い
ぜ
」
「
も
う
や

め
よ
う
や
9
.
」
と
、
み
ん
な
口
々
に
言

い
た
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

別
子
山
村
へ
は
午
前
十
一
時
す
ぎ
に

着
い
た
が
、
冬
期
は
観
光
客
も
な
く
秘

境
と
言
っ
た
と
こ
ろ
。
「
い
く
ら
美
し

い
自
然
が
あ
っ
て
も
生
活
基
盤
が
整
っ

て
い
な
い
か
ら
生
活
す
る
人
が
少
な
い

の
だ
ろ
う
。
」
と
感
想
を
も
ら
す
。
昼

食
を
鉱
山
跡
の
残
る
食
堂
で
と
り
、
一

路
高
松
へ
と
向
か
う
。
高
松
へ
予
定
よ

り
早
く
着
い
た
の
で
四
国
村
に
入
り
散

策
コ
ー
ス
に
沿
っ
て
、
約
一
世
紀
前
の

住
ま
い
（
農
家
・
漁
師
の
家
）
し
ょ
う
油

工
場
・
か
じ
蒸
し
小
屋
な
ど
見
学
し
た
。

宿
へ
五
時
す
ぎ
に
入
り
風
呂
に
入
る
が
、

水
み
た
い
だ
っ
た
と
ぼ
や
く
こ
と
し
き

り
。
六
時
半
か
ら
い
よ
い
よ
食
文
化
の

研
修
で
あ
る
。
こ
の
宿
は
生
け
す
料
理

が
売
り
も
の
だ
け
に
、
生
き
た
味
を
楽

し
む
こ
と
が
出
来
た
。

十
七
日
・
ニ
日
目
は
、
屋
島
・
栗
林

公
園
・
瀬
戸
大
橋
を
見
学
し
て
、
予
定

よ
り
少
し
早
い
午
後
六
時
に
津
の
内
へ

帰
っ
て
き
た
。

今
回
の
研
修
旅
行
を
通
じ
て
芽
生
え

た
よ
り
一
層
の
人
と
人
と
の
和
、
や
る

気
を
大
切
に
、
今
後
も
風
お
こ
し
運
動

を
進
め
て
い
く
原
動
力
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

正
山
分
館
主
事
谷
本
孝
治 研修 2日目栗林公園で記念写真
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平
成
二
年
度
の
肱
川
町

P
T
A
連
合

会
研
修
会
が
、
二
月
二
十
七
日
（
水
）
、

中
野
小
学
校
を
会
場
に
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。前

の
週
に
降
っ
た
雪
も
解
け
て
、
寒

さ
も
少
し
や
わ
ら
い
だ
日
で
し
た
。
教

育
委
員
長
さ
ん
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
、

P
T
A
会
員
約
二
百
名
が
参
加
し
ま
し

こ。t
 「

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
に

P

T

A
会
員
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
と
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
」

と
い
う
ね
ら
い
で
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

授
業
参
観
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
の
児

童
に
よ
る
合
唱
・
合
奏
の
後
、
全
体
会

に
移
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
究
委
嘱

P
T
A
・
中
野

幼
小

P
T
A
に
よ
り
、
『
子
ど
も
の
生

き
が
い
を
育
て
る

P
T
A
活
動
を
ど
う

進
め
る
か
』
を
テ
ー
マ
に
、
実
践
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
野
幼
小

P
T
A

で
は
、
各
専
門
部
の
い
ろ
ん
な
活
動
や
、

学
年
部
会
で
の
親
子
ふ
れ
あ
い
行
事
、

勤
労
生
産
学
習
な
ど
多
彩
な
活
動
を
、

ビ
デ
オ
を
活
用
し
て
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
活
動
内
容
と
発
表
の
た
め
の

準
備
に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら
は
、
一

様
に
感
心
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
生
涯
学
習
推
進
講
師
の

久
米
知
典
先
生
か
ら
「
時
代
の
流
れ
と

教
育
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
久
米
先
生
の
講
演
で
は
、
戦
後

の
混
乱
期
か
ら
現
在
ま
で
、
そ
の
時
々

の
社
会
の
移
り
変
わ
り
に
よ
る
教
育
の

様
子
と
問
題
点
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
・
学
校
で
の
生
活
を
と
お

し
て
、
今
の
子
供
が
持
っ
て
き
た
障
害

（
手
先
が
不
器
用
、
反
射
神
経
・
運
動 全 体 会 場

さ
＂

み
＂

の
"

員

"
役表

~
発
＂

践
~

実
i

困
因
ゆ
六

P
o
中
ふ
苓
匹
国
四
四
卑
一

を
受
け
、
中
学
校
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
~

ま
し
た
。

護
~

ノ
者
~

」
〗
一

年
~

る
~

熱
~

を
~

業
~
授
~

学
~

中
~

能
力
•
あ
ご
の
力
の
低
下
な
ど
）
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
教
育
の
あ
る
べ
き
方
向
と
し

て
、
貧
し
さ
の
中
の
教
育
か
ら
豊
か
さ

の
中
の
教
育
へ
、
教
育
は
手
段
か
ら
目

的
へ
、
学
校
中
心
か
ら
生
涯
学
び
続
け

る
、
へ
と
、
変
わ
ら
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
そ
れ
と
同
時
に
親
の
意
識
も
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
、
語
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
時
問
的
に
余
裕

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
有
意
義
な

充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

二
月
十
五
日
（
金
）
に
は
、
「
小
学
校

六
学
年

P
T
A
、
中
学
校
及
び
中
学
校

P
T
A
交
流
研
修
会
」
が
、
肱
川
中
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
向
か
う
児
童
の
保
護
者
と
し

て
の
心
構
え
や
、
中
学
校
生
活
、
家
庭

生
活
等
に
つ
い
て
お
互
い
が
交
流
学
習

す
る
も
の
で
す
。

交
流
研
修
会
は
、
中
学
校
の
授
業
参

観
、
全
体
で
肱
川
中
学
校
か
ら
概
要
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
保
護
者
部
会

と
児
童
部
会
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 ほ

と
ん
ど
の
保
護
者
が
参
加
を
し
て

お
ら
れ
、
熱
心
に
中
学
校
側
の
説
明
を

受
け
た
り
、
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し

た
。
児
童
も
、
中
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
、

中
学
生
か
ら
生
徒
会
や
部
活
動
の
紹
介

昨
年
の
八
月
か
ら
三
月
ま

で
の
七
ヶ
月
間
、
世
界
の
人

の
耳
目
を
集
め
た
の
は
、
ペ

ル
シ
ャ
湾
を
取
り
巻
く
紛
争

で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
結

末
は
イ
ラ
ク
フ
セ
イ
ソ
の
無

条
件
降
伏
に
終
わ
っ
た
。

「
戦
争
は
、
手
段
を
選
ば
な

い
。
」
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
度
の
戦

争
も
全
く
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
太
平

洋
戦
争
の
末
期
を
、
私
は
ま
だ
少
年
で

あ
っ
た
が
思
い
起
こ
す
。
「
こ
れ
で
も

か
、
こ
れ
で
も
か
。
」
と
一
般
市
民
の

街
を
焼
き
払
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、
最
後
に

ソ
連
の
参
戦
で
無
条
件
降
伏
。

終
戦
の
翌
日
、
新
居
浜
か
ら
汽
車
に

乗
っ
て
、
今
治
•
松
山
を
と
お
っ
た
が

ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
。
松
山
駅
の
汽

車
の
窓
か
ら
、
県
庁
の
建
物
が
見
え
る

と
い
う
焼
け
野
ヶ
原
で
あ
っ
た
。

「
戦
争
が
残
す
も
の
は
、
環
境
破
壊

で
あ
る
。
」
と
言
わ
れ
る
が
、
湾
岸
戦

争
も
そ
の
通
り
、
大
変
な
も
の
を
残
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
も
湾
岸
地
域
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ア
ジ
ア
か
ら
地
球
全
域
へ

広
が
っ
て
行
く
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
地
球
は
、
今
住
ん
で
い
る
我
々

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
「
未
来
か
ら

の
借
り
も
の
」
で
あ
る
。
特
に
大
か
ら

小
ま
で
、
指
導
者
た
る
べ
き
人
達
は
自

覚
す
べ
き
で
あ
る
。
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赤
い
リ
ソ
ゴ
。
そ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

｀
ク
の
シ
ソ
ボ
ル
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の

町
は
、
ビ
ッ
グ
ア
ッ
プ
ル
と
呼
ば
れ
、

繁
栄
と
貧
困
が
同
居
し
て
い
る
。

人
口
の
約
二
五
％
の
黒
人
、
そ
れ
に

続
く
中
国
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
イ
タ
リ

ア
、
ユ
ダ
ヤ
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
な

ど
の
人
々
。

そ
こ
は
、
ま
さ
し
く
人
種
の
る
っ
ぽ

で
、
「
英
語
が
も
っ
と
も
通
じ
に
く
い

都
市
。
」
と
ア
メ
リ
カ
人
自
身
が
語
っ

て
い
る
。
わ
た
し
が
七
月
と
八
月
を
過

ご
し
た
プ
ロ
ソ
ク
ス
地
区
で
は
、
通
り

を
一
歩
入
る
と
、
ス
ペ
イ
ソ
語
が
飛
び

交
い
、
そ
こ
に
住
む
老
人
た
ち
は
、
私

が
話
し
か
け
て
も
、
た
だ
、
首
を
振
る

だ
け
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
自
国
語

し
か
理
解
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

大
学
で
の
最
初
の
土
曜
日
、
バ
ス
で

市
内
を
見
物
を
し
た
。
夏
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
は
旅
行
者
の
街
だ
。
聞
い
て
い
た
と

お
り
、
世
界
各
地
か
ら
の
観
光
客
が
集

ビッグアップル

肱川中学校 米岡 晋

大
谷
小
六
年

兵

知
っ
て
ま
す
か
あ
な
た
の
こ
と
ば
そ
の
重
み

頭

浩

次

人

権

標

語

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
ま

し
て
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
の
は
、
市

内
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
る
黒
人
の
姿
で

あ
っ
た
。
ハ
ー
レ
ム
の
前
を
バ
ス
が
通

過
し
た
時
に
目
撃
し
た
光
景
は
、
そ
れ

自
体
、
こ
の
街
の
縮
図
の
よ
う
に
思
え

こ
。t
 廃

屋
の
よ
う
な
ア
パ
ー
ト
、
酔
っ
て

路
上
に
寝
転
ぶ
年
寄
り
、
不
穏
な
様
相

の
男
た
ち
。

「
都
会
は
社
会
保
障
制
度
が
完
備
し

て
い
る
か
ら
、
職
に
就
か
な
く
て
も
喰

え
る
。
だ
か
ら
、
か
れ
ら
は
集
ま
る
の

だ
。
」
白
人
教
授
ヘ
ソ
リ
ー
は
、
ア
メ

リ
カ
文
化
論
の
中
で
、
そ
う
講
義
し
た
。

街
へ
出
る
と
、
わ
た
し
は
黒
人
を
観

察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
見
上
げ
る
ぼ

か
り
の
背
格
好
に
鋭
い
目
、
黒
人
の
少

年
た
ち
は
地
下
鉄
の
中
で
大
声
を
張
り

上
げ
、
フ
ェ
リ
ー
の
甲
板
を
傍
若
無
人

に
走
り
廻
る
。
商
店
の
壁
に
ス
プ
レ
ー

で
卑
猥
な
言
葉
を
吹
ぎ
付
け
、
バ
ス
の

後
部
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
、
一
日
の
大
半

を
過
ご
し
て
い
た
。
暑
さ
に
む
せ
か
え

る
深
更
、
人
や
車
の
絶
え
た
街
路
で
、

少
女
を
含
む
グ
ル
ー
プ
が
、
マ
リ
フ
ァ

ナ
を
吸
い
、
暴
れ
、
喧
嘩
し
て
、
い
つ

ま
で
も
鎮
ま
ら
な
か
っ
た
。

「
バ
ス
や
地
下
鉄
で
は
、
黒
人
よ
り

も
白
人
の
そ
ば
に
座
っ
て
し
ま
い
ま
す

ね
。
意
識
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん

で
す
が
…
。
」
同
室
の
日
本
人
教
師
の

こ
の
告
白
は
、
わ
た
し
た
ち
受
講
生
の

大
部
分
が
得
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
実

感
で
あ
っ
た
。
黒
人
教
授
エ
ミ
リ
ー
に

敬
意
と
親
愛
の
念
を
抱
き
な
が
ら
も
、

彼
女
の
属
す
る
人
種
に
対
す
る
偏
見
が
、

自
然
に
芽
生
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。

時
が
経
つ
に
連
れ
、
好
ま
し
く
な
い

と
判
っ
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
芽
は
膨

ら
み
、
わ
た
し
た
ち
の
心
に
強
く
根
を

お
ろ
し
て
い
っ
た
。

そ
の
日
の
講
義
を
終
わ
っ
て
か
ら
、

わ
た
し
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ソ
橋

へ
向
か
っ
た
。
地
下
鉄
を
乗
り
つ
い
で

橋
の
遊
歩
道
へ
出
た
の
は
日
没
近
く
で

あ
っ
た
。
以
前
読
ん
だ
小
説
で
、
主
人

公
の
目
に
写
っ
た
こ
の
橋
か
ら
の
眺
め

が
、
わ
た
し
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
て

い
た
。
同
じ
頃
合
を
選
び
、
主
人
公
の

心
理
を
追
体
験
し
た
か
っ
た
。
対
岸
の

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
沈
ん
で
行
く
真

紅
の
太
陽
の
き
ら
め
き
は
、
ま
さ
に
、

小
説
の
中
の
描
写
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

橋
の
ほ
ぼ
中
央
で
足
を
止
め
た
。
あ
た

り
に
人
影
は
な
く
、
雄
大
な
マ
ソ
ハ
ッ

タ
ソ
の
夕
景
を
背
に
、
足
元
は
る
か
に

流
れ
る
ハ
ド
ソ
ソ
川
に
目
を
や
っ
て
い

た
。
憧
れ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る
現

在
の
自
分
に
、
わ
た
し
は
酔
っ
て
い
た
。

人
の
気
配
に
振
り
返
っ
た
私
の
目
に

入
っ
て
き
た
の
は
、
一
人
の
黒
人
だ
っ

た
。
至
近
距
離
に
い
る
彼
、
わ
た
し
は

と
っ
さ
に
身
構
え
た
。
何
を
予
想
し
て

そ
う
し
た
か
は
説
明
で
き
な
い
。

「
ハ
ロ
ー
。
」
黒
人
は
穏
や
か
に
言
っ

た
。
低
く
沈
ん
だ
声
で
何
か
早
口
に
二

言
三
言
続
け
た
。
し
か
し
、
わ
た
し
は

返
事
も
せ
ず
、
彼
に
背
を
向
け
た
。
追

い
か
け
ら
れ
る
の
を
恐
れ
、
足
は
ひ
と

り
で
に
速
く
な
っ
た
。

橘
の
た
も
と
に
何
人
か
の
人
影
を
発

見
し
て
、
わ
た
し
は
よ
う
よ
く
自
分
の

と
っ
た
行
動
を
振
り
返
る
余
裕
が
で
き

た
。
小
銭
を
た
か
ら
れ
た
ら
、
英
語
が

判
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
逃
げ
る
こ
と
。

わ
た
し
は
、
衝
動
的
に
、
指
導
教
授
の

警
告
を
実
践
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

町
内
か
る
た
大
会
を
開
催

二
月
十
五
日
（
金
）
に
は
、

町
内

か
る
た
大
会
（
文
化
協
会
、
公
民

館
共
催
）
を
、
公
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
団
体
戦
や
個
人
戦
な

ど
「
百
人
一
首
」
で
優
雅
に
過
ご
し

ま
し
た
。

0

団
体
戦

一

位

沖

野

緑

・

香
川
澄
子

二
位
伊
藤
ス
エ
子
・
浜
田
種

子

0
個
人
戦

一
位
浜
田
雅
子

二
位
大
野
紗
夜
子

三
位
伊
藤
ス
エ
子

0

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
戦

一
位
竹
本
小
平

かるたを見る目が真剣

後
ろ
め
た
い
気
分
で
、
わ
た
し
は
タ

闇
の
中
に
彼
の
姿
を
探
し
た
。
そ
う
遠

く
な
い
と
こ
ろ
で
、
彼
は
ハ
ド
ソ
ソ
の

流
れ
に
目
を
落
と
し
て
い
た
。
彼
の
輪

郭
が
夕
陽
の
中
に
く
っ
き
り
浮
か
ん
だ
。

次
第
に
暗
さ
を
濃
く
し
て
い

く
橋
の

上
で
、
彼
の
口
元
に
、
タ
バ
コ
の
火
が

ひ
と
つ
と
も
っ
た
。
そ
の
小
さ
な
火
は

わ
た
し
の
心
に
鋭
い
痛
み
を
与
え
た
。

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
間
違
い
を
犯
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

黒
人
市
長
が
誕
生
し
た
。

あ
れ
か
ら
も
う
十
て
年
、
わ
た
し
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
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0

最
優
秀
賞

金
野
翌
さ
ん
（
下
鹿
野
川
）

0

優
秀
賞

飛
野
シ
ゲ
子
さ
ん
（
中
居
谷
）

0

努
力
賞

清
水
昭
信
さ
ん
（
藤
之
原
）

猪
本
喜
子
さ
ん
（
下
鹿
野
川
）

池
田
さ
ん
、
冨
永
さ
ん
、
兵
頭
さ
ん
、

拷
本
シ
ナ
ョ
さ
ん
の
お
庭
は
、
優
劣
の

つ
け
が
た
い
、
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
皆
さ
ん
の
お
庭
共
、
大
通
り
か
ら

は
ず
れ
た
所
な
の
で
、
大
勢
の
町
内
の

方
々
に
見
て
い
た
だ
け
な
い
の
が
、
残

念
で
す
。

金
野
さ
ん
に
は
、
鹿
野
川
の

街
の
中
央
で
、
せ
ま
い
所
を
実

に
上
手
に
生
か
し
て
プ
ラ
ソ
タ
ー

を
並
べ
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、

街
行
く
人
々
の
心
を
、
な
ご
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
心

か
ら
感
謝
し
、
今
年
度
の
コ
ソ
ク

ー
ル

を
終
了
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

「
プ
ラ
ン
タ
ー
」
の
部
金
野
さ
ん

あ
る
雪
の
日
の
昼
下
り
、
あ
た
り

一
面
、
銀
世
界
、
窓
か
ら
光
が
、
差

し
込
み
眩
し
い
。
息
子
が
か
わ
い
そ

う
だ
と
捨
て
猫
を
拾
っ
て
来
て

二
年、

子
猫
が
三
び
き
生
ま
れ
走
り
回
る
。

犬
が
、
う
ら
や
ま
し
が
り
吠
え
る
。

い
つ
も
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
時
、
鉄
砲

の
―
つ
も
鳴
る
の
に
、
猟
期
終
わ
っ

て
の
雪
で
、
や
け
に
静
か
で
あ
る
。

暖
冬
暖
冬
と
言
わ

れ
て
い
た
今
年
の

冬
。
こ
の
ま
ま
春

へ
と
行
く
の
か
な
ー

と

思

っ

て

い

こ

の

り

先
の
思
い
が
け
な

T

口
"

い

雪

で

冬

に

逆

も

ー

の

F

ど
り
。
本
当
に

戸

2

雪

昼

惑
っ
て
い
る
。

さ
て
、
十
年
ひ

[B/

>[g


た
。
井
の
中
の
蛙

大
海
を
知
ら
ず
と

い
い
ま
す
が
、
井
の
中
の
蛙
で
あ
っ

た
私
が
、
人
並
み
に
ジ
ャ
ソ
プ
し
て

ぐ
る
ぐ
る
山
を
登
る
こ
と
登
る
こ
と
、

や
っ
と
た
ど
り
着
き
何
も
知
ら
な
い

ま
ま
夢
中
で
歩
い
て
来
ま
し
た
。
今
、

人
生
八
十
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

折
り
返
し
地
点
を
少
し
過
ぎ
た
私
、

子
供
達
も
就
職
し
て
主
人
の
い
な
い

時
な
ど
時
間
が
止
ま
っ
て
い
る
の
か

※
次
回
は
、
中
野
の
沖
永
賀
寿
男
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

と
錯
覚
す
る
位
で
す
。

そ
ん
な
時
、
二
度
目
の
ジ
ャ
ソ
プ
を

今
度
は
職
場
の
方
へ
し
て
み
よ
う
と
思

い
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

二
度
目
の
ジ
ャ

ン
プ
後
は
、
大
変
で
し
た
。
狭
い
井
戸
で
、

し
か
も
ど

っ
ぷ

り
徴
温
湯
に
漬
か

っ

て
暮
ら
し
て
い
た
の
で
風
が
冷
た
＜
身

を
切
る
様
で
し
た
。
気
分
だ
け
は
若
返
っ

た
様
な
気
で
い
ま
す
が
、
お
肌
の
曲
り

角
は
、
と
っ
く
に

過
ぎ
少
し
ず
つ
物

忘
れ
を
始
め
た
こ

の
頃
、
何
も
か
も

恵

に
衰
え
を
感
じ
ま

美芙

す

。
そ
し
て
毎
日

城

岡

が

本

当

に

駆

け

足

中

で
過
ぎ
て
行
き
ま

嘉

す
。
も
う
少
し
今

3
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月 の ＿丁4
1
 

事 予 定 表

1 ．肱川町防災の日 16 ．肱川町議会議員選挙告示

2 ~ 5 • 23 ・子宮がん検診 18 ・定例部落長会

4 5 • 22 ・心配ごと相談 18 ．献血（保健セソター 9 : 30~ 1 30) 

5 ・行政相談 21 ．肱川町議会議員選挙

7 ・県議会議員選挙 25 ．肺がん検診

8 •町内各小学校（幼稚園）入学式 28 ．肱川農協総会， ．肱川中学校入学式 29 ・エビネラソ展示会， ・大沙廿高校肱川分校入学式 29 •しゃくなげまつり川柳大会

11 ・農業委員会 29 • 特別町民のつどい

13 • お神楽（中野三嶋神社） 30 ・税金等出張受入

月 14 • しゃくなげまつり 下 旬 •特別町民「風のパッケージ」発送

中旬 ・正副分団長会 ” • 第19回ソフトボール開幕

3 /31~4 /30 シャクナゲまつり 4 /6~4 /15 春の交通安全運動

4月の日曜・祝日当直医

当 直 医 電 話

保
健
セ
ソ
タ
ー

午
後
1
時
ー
2
時

小川医院

（ 内子町）

菊原医院
（大 、洲市若宮）

古 川 医院

（内子町）

石 村医院

（大 、洲市若宮）

町 田医院

（内子町）

大、洲記念病院

（大 iヽ 州市徳森）

成田医院

（内子町）

郷 緒小児科医院
（大 、洲市西大洲I)

松 浦医院
（五十崎町）

村上医院

（大洲市常盤町）

※変更になる場合がありますので前もって連絡してから
お出かけ下さい。

44-2815 

24 - 4646 

44-2407 

23- 5767 

43- 0211 

25- 2022 

47-0061 

24- 3936 

44 - 2776 

24- 2346 

> 日

'日`  
杢 程

｛呆 大 農 芦L 大

健 谷
t税 沙卜1 場
予 谷 縫

セ 公 子 製

林 公 宇
ン／ 民 事 禾J]

夕 鮮官 業 民 JI I 
所 丁 所

l 前 目-• IJ 餌 場

: ； 雷贔贔
時2 1 11 10 ， 

時 時， 
＂ 

時
30 30 10 

？ ？ 11 10 ？ 時 時
3 2 30 20 ， 
時 時 分 分 時 間
30 30 
分 分

◎
肺
が
ん
検
診

離
乳
食
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

4

月

12
日
（
金

日

程

場

所

受

付

時

問

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

栗

救 急 病 院

病 院 名 電 話

24-2151 

24-5101 

◎

4
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

4
月
15
日
（
月
）

（
出
す
の
は
4
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見
の

越
・
月
野
尾
・
京
造

・
鹿
野
川
・
中

野
（
篠
谷
・
滝
山
）•上
森
山
・
八
重

24- 4551 

｝ 日23 5 4 3 

‘日` ＇日｀ ’日‘ ’日‘ ’日‘ 

程
火̀’ 金ヽ． → 杢 フ̀K' ‘火’ 

旦旦日大

丁i 谷 場

セ セ

i 公ン／ ン／

夕 夕 民
所I : 

l l 鮮官 場易

時2 時1？ 午後
時

間

00000  闘

゜゚゜
がん乳

◎
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

土
居

―――

男

*
＊
*
＊
＊

|

＊
 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 

＊
ぉ
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

＊

*

＊

*

*

 

久

大

田

千

代

子

さ

ん
(76
歳）

松
本
モ
4

ョ
さ
ん

(84
歳）

幸
衛
さ
ん

(86
歳）

正
さ
ん

(78
歳）

下
鹿
野
川

久

大沙I、I 市立病院

（大沙卜［ 市大沙卜［）

加 戸 病院
（大、洲市若宮）

大、洲中央病院
q、
（次 、洲市東大、洲）

; 

小

保 藪 保

和
氣

東

4
月
22
日
口
月

4
月
5
日
（
金
）

◎
行
政
相
談

▽

日

時

4
月
5
日
（
金
）

午
後

1
時

30
分
ー
4
時

30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

竺
一
四
ー
ニ
五
〇
八

*

＊

＊

*

＊

*

 

＊
 

＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

＊
 

＊
 

合
ー

＊
＊
＊
＊
＊

中

野

隆

さ

ん

隆
介
ち
ゃ
ん

和訓坂福担

田 1当

相

談

子勝ぽ保 1員

気内

相

談

日

▽

場

所

ヒ 保

デ清I恵

午
後
1
時

30
分

?
4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

◎
不
用
犬
回
収
日

▽

日

時

4
月
9
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ン

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
心
配
ご
と
案
内

▽

時

間
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